
　　　　　　　125単位修得

科目
区分

共通科目 専門基礎科目 自由選択科目

単位

年次

家族看護論(1)

看護実践統合演習(1) 看護実践と倫理的課題(1)

生活習慣病予防と看護(1)

災害看護論(1) 看護実践統合実習(2) 卒業論文(2)

多職種協働論(1)

クリティカルケア論(1)
健康生活看護学実習Ⅲ
（地域在宅生活の健康）(2)

リエゾン精神看護(1)

卒業研究(2)
生涯発達看護学実習Ⅱ
（周産期の看護）(2)

がん看護論(1)

看護とキャリアデザイン(1)

健康生活看護論Ⅶ
（訪問看護過程・地域看護技術）(1)

生涯発達看護論Ⅳ
（周産期の援助技術）(1)

健康生活看護学実習Ⅱ
（心の健康）(2)

健康生活看護学実習Ⅰ
（高齢者の健康）(3)

生涯発達看護学実習Ⅰ
（子どもと家族の看護）(1)

療養生活看護学実習Ⅱ（慢性）(3)

療養生活看護学実習Ⅰ（急性）(3)

看護管理論(2)

健康生活看護論Ⅵ（在宅療養支援）(1)
健康生活看護論Ⅴ（地域保健活動）(1)
健康生活看護論Ⅳ（精神看護の支援技術）
(1)　健康生活看護論Ⅱ（高齢者看護過
程・技術）(1)

生涯発達看護論Ⅲ（周産期の母子の健
康)(1)   生涯発達看護論Ⅱ（子どもと家族
への援助技術）(1)

疫学・保健統計(2)

療養生活看護論Ⅳ（慢性期：看護過程・支
援技術）(1)
療養生活看護論Ⅱ（急性回復期：看護過
程・援助技術）(1)

看護学研究方法論(1)

看護と医療安全(1)
基盤看護学実習Ⅱ
(看護過程の展開)(2)

健康生活看護論Ⅲ（精神看護展開の基礎）
(2) 健康生活看護論Ⅰ（高齢者援助）
(1)

健康生活看護学概論Ⅲ（地域社会における
多様な看護の場）(2)

生涯発達看護論Ⅰ
(子どもと家族の健康課題)(2)

療養生活看護論Ⅲ（慢性期支援）(1)

社会保障・社会福祉論(2) 療養生活看護論Ⅰ（急性回復期援助）(1)

看護と病態生理(2) 看護過程演習Ⅱ（計画・実施）(1)

診断治療Ⅳ（感覚器・神経・筋肉の疾患・
生殖器疾患の検査と治療）(1)

基本看護技術Ⅴ（与薬と検査）(1) 人間発達看護学実習(2)

健康生活看護学概論Ⅱ（集団・予防）(1)
健康生活看護学概論Ⅰ（基本的概念）(2)

生涯発達看護学概論(2)

心理学（2） 療養生活看護学概論(2)

選択必修
臨床薬理（1） 国際保健学(2)

 ・English(2)(2)(2)
診断治療Ⅲ（免疫・精神・小児疾患 の検査
と治療）(1)

看護過程演習Ⅰ(アセスメント)(1)

 ・人文科学系科目
あるいは社会科学系科目(2)

診断治療Ⅱ（内分泌・血液・運動機能疾患
の検査と治療）(1)

基本看護技術Ⅳ
（臨床看護技術の基本）(1)

 ・世界市民教育科目(2)

 ・大学科目(2) 国際看護学(2)
国際看護研修Ⅳ（看護フィールド
調査研修・欧米）  (2)

看護とコミュニケーション(2) フィジカルアセスメント(1)
国際看護研修Ⅲ
（看護フィールド調査研修
・アジア・アフリカ）(2)

健康と生活(2) 基本看護技術Ⅲ（食事と排泄）(1)
国際看護研修Ⅱ（看護視察研修
・欧米）          (1)

診断治療Ⅰ（主要な疾患の検査と治療）(1) 基本看護技術Ⅱ（活動と清潔）(1)
国際看護研修Ⅰ
（看護視察研修
・アジア・アフリカ）(1)

薬理の基礎(1)
看護基礎理論Ⅱ
（看護の機能と理論）(2)

国際看護特講2
（国際看護・欧米）(1)

必修科目
栄養と代謝(2)

 ・学術文章作法Ⅰ(2) 病態生理総論(1) 基盤看護学実習Ⅰ(対象理解)(1)

生命科学(1) 基本看護技術Ⅰ（看護技術の基本）(1)

構造機能と生活Ⅱ
（日常動作を支える解剖生理と生活）(1)

看護基礎理論Ⅰ
（看護の理解と学修者）(1)

国際看護特講1（国際看護
・アジア・アフリカ）(1)

構造機能と生活Ⅰ
（恒常性維持のための調節機構と生活）(1)

キャリアデザイン基礎(1)

年次 大学共通科目 看護医科学分野 看護基盤分野 看護実践分野 看護実践応用分野 臨地実習 選択科目

（　）内は単位数を示す

看護専門科目

16単位（必修） 26単位（必修） 77単位（必修） 6単位（選択）

履修モデル

1
年
次

生命倫理(2)

 ・データサイエンス入門(2)

3
年
次

2
年
次

1
～

4
年
次
開
講
科
目

看護師国家試験受験資格


